
日高市人権教育推進協議会 研修会資料 

 

令和４年１２月１５日 

日高市教育委員会 生涯学習課 

諸井 将博 

Ⅰ はじめに 

 １ あいさつ 

 ２ DVD視聴 

  

Ⅱ 同和問題について 

  

 参考 「人権教育に関する実践指導資料」 埼玉県教育委員会より 

 

Ⅲ 人権教育の推進 

１ 人権教育のねらい 

（1）学校教育における人権教育のねらい 

    人権問題を正しく理解し、人権感覚を身につけ、様々な人権課題を解決しようとする子供 

   を育成する。 

（2）家庭、地域社会における人権教育のねらい 

    県民一人一人が、人権問題を正しく理解し、人権感覚を身につけ、互いに人権を尊重しな 

   がら共に生きる社会の実現に努める。 

 

２ 「人権問題を正しく理解する」について………知的側面 

  ・基本的人権の精神を学び、理解し、尊重できる実践力を身につける教育活動 

  ・女性、子供、高齢者、障がいのある人、同和問題、外国人、HIV感染者等、犯罪被害者やそ 

の家族、アイヌの人々、インターネットによる人権侵害、北朝鮮当局による拉致問題、、災害 

時における人権への配慮、様々な人権問題などの個別の人権課題に対する正しい理解と解決 

に向けて実践する知識・技能や態度を育成する教育活動 

 

  ◎個別の人権課題の目標について 

   参考「人権教育実践の手引き」 「埼玉県人権教育実施方針」 埼玉県教育委員会より  

 

３ 「人権感覚を身につける」について………価値的・態度的側面と技能的側面 

  ・知識や情報を理解させるだけでなく、自分で考え、感じ、行動することによって気づき身に 

つくもの。 

  ・「協力的」「参加的」「体験的」な学習が大切。 

 

   参考「人権感覚育成ブログラム」  埼玉県教育委員会より 

 

 

  参考資料は 埼玉県トップページ > くらし・環境 > 人権 > 人権教育 より 

 

 

 



４ アイスブレーキングの例………やってみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ おわりに 

（１）人権教育の研修について 

  参考例 

  ①人権教育資料の読み合わせ 

  ②人権感覚育成プログラムを実際にやってみる 

  ③講演 

  ④DVD視聴 

背中の人物 

・３．４人のグループを偶数グループつくり、対抗戦で行う。 

・「食べ物」「スポーツ」「料理」「歴史上の人物」などのお題から、グループで相談しながら決 

めて、紙に書き、相手グループの１人の背中に貼る。貼られた人、同じグループの人はその 

紙を見ない。 

・じゃんけんをして、勝ったグループから質問をする。相手は「はい」「いいえ」「どちらとも 

いえない」の答えしか言わない。 

・質問の答えを聞いて「○○ですか」と言えるのは1つだけ。 

・はずれたら、質問と答えの側が替わる。 

・早く正解を出したほうが勝ちとする。 

同じもの探し 

・３．４人のグループをつくる。 

・「食べ物」「趣味」「気になったニュース」など紹介し合い、共通点を探していくようにする。 

・共通点を書きだす。 

・たくさん書き出し他グループが勝ちとするが。 

※意外な共通点を探し当てたときの喜びを共有していく。 

 



日高市人権教育推進協議会

同和問題と人権について

日高市生涯学習課 諸井将博



部落差別

起源は

戦国時代？江戸時代？

封建社会の身分制度で一番低い身
分として厳しい差別を受けた。



明治時代

「解放令」

「武士・農民・町民」→「平民」

「差別されていた身分」→「新平民」

税収を上
げる目的

差別



明治から大正

「水平社運動」・・・差別からの解放

解消ならず

戦争の時代へ



昭和４０年頃からの「同和対策事業」

・生活改善、社会福祉の増進、職業

の安定

(実態的差別はほぼ解消)

しかし
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無回答

特にない

その他

差別的な落書きをすること

インターネットに情報を掲載すること

えせ同和行為があること

身元調査をすること

誤った偏見から交際を避けること

就職・職場で不当な扱いをすること

差別的な言動をすること

結婚で周囲が反対すること

同和問題に関してどのような問題が

起きていると思いますか

R2 H22

人権に関する意識調査 令和2年



インターネット上の差別的な

書き込み等の増加

心理的差別

言葉 行為
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無回答

同和問題を知らない

その他

きっかけは覚えていない

親戚の人から聞いた

近所の人から聞いた

広報紙やホームページ、冊子等で…

学校の友達から聞いた

インターネットの書き込み等で知った

同和問題の講演会や研修会で知った

職場の人から聞いた

家族から聞いた

テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った

学校の授業で教わった

令和２年 平成22年

同和問題について、初めて知ったきっかけは何からですか。

人権に関する意識調査 令和2年



昔のことだ
から、そっと
しておけば

「寝た子を起
こすな」

わざわざ話題
にしなくても

建前

自分の問題
結婚 就職



こんなことを

インターネット
で言っていた。

言われた人は
傷つくだろうな

そうなの？

家族にも知ら
せようかな。

この内容は

違うぞ。うわさ
でも広めるべき
でない。

自分が当事者
だったら・・・

自分とは関係
ない。



人権問題の解決を目指して

人権を尊重すること

人の痛みを感じる思いやり



ご視聴ありがとうございました。
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 ５　学校において大切にしたい内容例一覧表５ 学校において大切にしたい内容例一覧表
学校全体の取組 人権及び人権問題を理解する取組 様々な人権問題の解決を目指す取組

保育所

幼稚園

○自然や地域とのふれ合いを通して

・仲間とともに遊びを楽しむ。

・様々な文化や仕事があることに気付く。

○ 身近な人々とのふれ合いを通して

・お互いのよさやちがいに気付く。

・話したり、聞いたりする楽しさを味わう。

・家庭や集団の一員であることを実感する。

○ 健康な生活リズム、生活習慣を身に付け、健康で安全な生活を送る。

○ 様々な体験を通して自分が大切にされていることに気付く。

○ 音楽、造形、言語等の様々な表現活動に出会う。

○ 動植物の世話等を通して、命の大切さに気付く。

小学校

（低学年）

○ 命の尊さを学ぶ。

○ 自分の生活や成長には、家族や多くの人の支援

があることを理解する。

○ 地域の仕事や人々の生活について学ぶ。

○ 高齢者や障害のある人など、様々な人々ととも

に暮らしていることに気付く。

○ 様々な体験を通して、一人一人のちがいや共通

する願いの存在に気付く。

○ 友だちとの間で起こるトラブルの解決方法等に

ついて考える。

○ 集団生活におけるルールの大切さを理解する。

○ 自然、地域、芸術等とのふれ合いを通し

て、それらのよさや豊かさを感じる。

○ 自分の思いや願いを様々な方法で表現す

る。

○ 他の人の立場に立ってその人の考えや気

持ちを理解する力を高める。

○ 人々のふれ合いを通して、その思いや願

いを受け止めようとする。

○ 家族や集団の一員として、よりよい集団

づくりに積極的にかかわる態度を身に付け

る。

○ 一人一人の自尊感情を高める。

小学校

（高学年）

○ 基本的人権について学ぶ。

○ 地域の障害者や高齢者との交流を通して、お互

いの人権を尊重し合うことの大切さを知る。

○ 同和問題、障害者、外国人、ハンセン病等の様々

な人権課題について

・歴史や現状について学ぶ。

・課題解決をするための取組を学び、課題を解決

するための方法について考える。

○ いじめ等、身近な人権侵害に気付き、人権を守

ることの大切さを知る。

○ 集団生活を通し、協力して物事を成し遂げるこ

との楽しさを知るとともに、自分の役割と責任に

ついて理解する。

○ 自分の個性やよさを認めようとする。

○ 自分の役割と責任について考え、集団活

動に積極的に参加し、協力して生活を向上

させようとする態度を身に付ける。

○ 互いに協力して生活の中にある課題を解

決しようとする。

○ 様々な情報から正しい情報を読み取る力

を身に付ける。

○ 他の人の意見を聴き、自分の意見や考え

を整理し、他者に正しく伝える技能を身に

付ける。

○ 物事について話し合って解決する技能を

身に付ける。

中学校

○ 基本的人権が確立した歴史的経緯や、人権につ

いての考え方の歩みを理解するとともに、国内外

の人権に関する規約について学ぶ。

○ 基本的人権についての具体的内容を理解し、人

権侵害の具体的事例について学ぶ。

○ 新しい人権課題や世界にある様々な人権問題に

ついて学ぶ。

○ 同和問題、障害者、外国人、ハンセン病等につ

いて、その現状や歴史について学ぶとともに、課

題解決のための取組について理解し、これからも

課題を解決するための方法について考える。

○ 人権侵害や人権問題の解決に向けて主体

的にかかわろうとする。

○ ボランティア活動等の様々な活動を通し

て、より多くの人と豊かにつながり、人権

尊重の社会づくりにかかわろうとする態度

を身に付ける。

○ 人権問題解決のための課題を総合的にと

らえ、自らの生き方につなごうとする態度

を育てる。

高等学校

◎ 教育・学力を保障する。

○ 様々な課題を有する子ど

もたちの教育保障

○ 全ての子どもの基礎学力

の保障

・多様な進路を選択する力を

保障する。

・生涯学習の基礎を培う。

◎ 安全が守られている教育環

境をつくる。

○ 施設・設備の安全な維持

管理及び保健・衛生面の管

理

○ 保健・衛生指導と安全指

導（家庭との連携）

○ 教室等の環境整備

○ いじめをしない環境

（家庭や地域、関係機関との連

携）

○ 危機管理体制の確立

◎ 児童生徒一人一人の大切さ

が認められる環境をつくる。

○ 児童生徒が一人の人間と

して大切にされる学校・学

級づくり

○ 児童生徒の意見がきちん

と受け止められる環境づく

り

○ 受容や共感のある人間関

係づくりと集団づくり

◎ 自主性や主体性を重視した

活動を推進する。

○ 生徒会等を中心とした自

主的な運営

○ 生徒の自発的な活動への

支援

○ 自己決定の機会の保障

◎ 自主性や主体性を重視した

活動を推進する。

○ 生徒会等の自主的な運営

への支援

○ 人間としての生き方を真

剣に考えさせ、就労観を育

成するキャリア教育等との

連動を考慮に入れた支援

○ 課題解決やルールづくり

への積極的な参加に対する

支援

○ 集団の一員としての自覚

の促進

○ 基本的人権の具体的な内容を理解し、人権侵害

の具体的事例について学ぶ。

○ 他者の存在を寛容に受容し、多様な価値観をお

互いに認め合って生きていかなければ成立しない

一般社会の在り方を知的にも体験的にも認識す

る。

○ 同和問題、障害者、外国人、ハンセン病等の様々

な人権問題について学ぶ。

○ インターネットによる人権侵害等の加害者・被

害者とならないための情報モラル等を学ぶ。

○ フィールドワークなどの体験活動を積極

的に活用して、人権についての「関心・意

欲・態度」「思考・判断」「技能・表現」「知

識・理解」を育て、人権感覚を育成する。

○ 人権問題解決の課題を総合的にとらえ自

らの生き方につなごうとする態度を身に付

ける。

○ 自分自身の生き方と関連させ、解決に向

け、地域社会に発信・行動できる力と技能

を身に付ける。

○ パソコンや携帯電話の機器を所有し操作

してゆく上での人権侵害についての判断力

を身に付ける。

(4) 「人権感覚育成プログラム（学校教育編）」の特色 

「人権感覚育成プログラム（学校教育編）」のねらいは、授業の中で、９つの視点に基づいた体験活動

や参加体験型学習を展開することで、児童・生徒の人権感覚をはぐくむことである。 

     そのねらいを達成するための人権感覚育成プログラム（学校教育編）は、次のような特色を持っている。 

① 児童・生徒の人権感覚をはぐくむ９つの視点に即した学習活動である。 

② 小学校・中学校・高等学校の児童・生徒の発達段階に即した内容である。 

③ 実感を通して学べるよう体験活動や参加体験型の学習活動を工夫している。 

④ 「ふり返り」を通して、「自分」を見つめる活動を重視している。 

 

(5) 人権感覚育成のための指導方法～参加体験型学習を構成するもの～ 

  ○参加体験型学習を構成する要素 

・アクティビティー：児童生徒の知識、技能、価値・態度を包括的に発展させることを目的とする現実

的な体験に主体的に取り組めるように考案された学習活動。   

・ファシリテーター：「促進者」という意味、アクティビティーを計画、準備し、提示、実践する教師

のこと。 

・学習のふり返り（シェアリング）：学習者相互の気付きや意見・考えを改めてふり返り、共有するこ

と 

  ○ワークショップの手法（様々なアクティビティ） 

   ・アイスブレイキング（学習者の「氷のように固まった気持ち」をほぐすための活動）                      

   ・ロールプレイ（役割演技） 

   ・事例研究 

   ・カードワーク 

   ・ランキング 等 

(6) 「自己尊重の感情」に視点をあてた中学校の事例（一部抜粋）
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 ６　人権教育における課題別目標例一覧６ 人権教育における課題別目標例一覧

保･幼･小低

生命の大切さ、自分と家族

との関わり

○ 生命の大切さについて学ぶとともに、家族の一員としての自分に気付

く。

自分と集団との関わり
○ 友だちのよさやちがいを認め合い、互いに助け合う中で、人間関係の

基礎的なことを身に付ける。

○ 地域の人とのふれ合いや活動を通して、自分と社会とのつながりに気

付くとともに、社会生活上の基礎的なルールを身に付ける。
自分と社会との関わり

○ 様々な国の文化や生活にふれ、そのちがいを理解し、認め合うことに

よって、異なる文化への理解を深める。

小学校高学年 中学校 高等学校

女

性

○ 男女間の固定的役割分担意識の

問題点に気付くとともに、男女が

互いに尊重し合うことの大切さを

理解する。

○ 固定的な性別役割分担意識に

とらわれない生き方について考

えるとともに、社会にある性によ

る差別に気付き、男女平等を実現

しようとする積極的な態度を身

に付ける。

○ 主体的な生き方を考え、男女

共同参画社会の実現に向けた

実践的な態度を身に付ける。

子

ど

も

○ 自他のよさやちがいを認め、相

手の立場に立って考える態度を身

に付ける。また、基本的人権につ

いて学習し、互いの人権を尊重し

合うことの重要性を理解する。

○ 自己のよさや可能性を認識し、

それを伸ばそうとする態度を育

成するとともに、他者の個性やよ

さを理解し尊重する。

○ 基本的人権の具体的内容を理

解するとともに、人権侵害の問題

点を考え、課題解決を目指す態度

を身に付ける。

○ 自分の人権を守り、家族をは

じめとする他者の人権を守ろ

うとする意識・意欲・態度を身

に付ける。

○ 児童虐待を身近な問題とし

てとらえ、家族・友だちや身の

周りの人を大切にする生き方

を身に付ける。

高

齢

者

○ 高齢者とのふれ合いを通して、

高齢者に対する尊敬や感謝の心を

育てるとともに、高齢者の生活や

考え方、介護の問題について考え

る。

○ 高齢者に対する誤った理解が、

偏見や差別を生んでいることに

気付き、すべての人々が住みやす

い社会づくりについて考える。

○ 高齢者の人権を尊重すると

ともに、高齢者が家族や地域の

中で積極的な役割を果たし、各

種の社会的な活動に参加でき

る社会の実現を目指す態度を

身に付ける。

障

害

者

○ ノーマライゼーションの理念を

自らの生き方に生かし、互いを理

解し、共に支え合う「心のバリア

フリー」を広め、同じ社会を構成

する一員であるという仲間意識を

身に付ける。

○ 障害者が生活する上で、社会に

は様々な障害があることに気付

き、すべての人々が住みやすい社

会づくりについて考える。

○ 障害者に対する社会の障壁

について考えるとともに、差別

や人権侵害をなくし、共に生き

る社会を実現していこうとす

る態度を身に付ける。

同

和

問

題

○ 同和問題について正しく理解

し、自分たちの生活を関連づけて

考えることにより、社会の中にあ

る差別や偏見の不合理さに気付

き、基本的人権の大切さについて

学ぶ。

○ 同和問題を正しく認識すると

ともに、日常生活における差別の

解消を通して、部落差別解消への

実践力を高める。

○ 同和問題を正しく認識し、同

和問題の解決に主体的に取り

組む意欲と実践力を身に付け

る。

外

国

人

○ 日本には、様々な民族や国籍の

人たちが住んでいることを理解す

るとともに、身の周りにある差別

や偏見の不合理さに気付く。また、

それぞれの文化や考え方を尊重

し、共に生きることの大切さにつ

いて学ぶ。

○ 外国人が日本で暮らす状況や

歴史的経緯を理解し、差別や偏見

をなくそうとするとともに、異な

る文化を持つ人々と に生きよ

うとする態度を身に付ける。

○ 在住外国人に対する差別や

偏見をなくして、多様な民族や

国籍の人々が共

共

に生きる社会

の実現に向けた実践的な態度

を身に付ける。

そ

の

他

○ エイズ、ハンセン病など身の周

りの様々な人権問題や社会の変化

の中で新たに生じてきている人権

問題に気付き、その解決に向けた

行動について考える。

○ これまでの人権教育で学んだ

ことを生かして、様々な人権問題

や新たに生じてきている人権問

題の解決に向けた積極的な態度

を身に付ける。

○ インターネットによる人権

侵害等の加害者・被害者となら

ないための情報モラルを身に

付ける。
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